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中世から近世における石灰の利用

角 田 清 美＊

はじめに

せいせっかい しょう

石灰石を９００℃以上に加熱すると生石灰になり，それに水を加えると消
せっかい しょうせっかい いしばい

石灰になるが，この消石灰は粉体であることから「石灰」とも称される。
いしばい

先報（角田，２０１１）では，まず石灰の製造技術について述べ，次いで我が

国における古代から中世前期にかけての，石灰利用の歴史について述べた。

本報では，我が国の中世から近世において，石灰が史料にはどのように

記載されているか，あるいはどのように利用されていたかなどについて，

主として史料を用いて検討する。史料の中には石灰のほか，白土・壁塗・

壁塗師などについて記載されたものも多いが，これらは石灰とは限らない

ため，原則として除外した。

なお，本報は，筆者の「我が国における石灰鉱業史に関する研究」の一

環である。

いしばいのだん

�．石灰壇に関する史料

１．石灰壇について

＊専修大学文学部兼任講師
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じ じゅう

石灰壇は平安宮内裏の清涼殿や仁寿殿に設けられ，床を漆喰塗りとし

た施設である。故実叢書編集部（１９５２）にある「清涼殿」の項を要約する

と，下記のようになっていたと考えられる。
ひさし

清涼殿では東廂の南端に位置する（第１図）。床の土を板敷きと同じ高

さまで盛り上げ，表面を漆喰で塗り固めた部分である。東側には格子，南

側は壁，北側は柱間開放，西側の母屋との間には御簾が吊られていた。こ

の石灰壇では天皇が毎朝，伊勢神宮などに向かって遥拝を行い，また神事

の際にも遥拝を行う場所であった。どのような理由で石灰壇が設けられた

についての詳細は不明であるが，神事を行うに当たり，天皇が大地を直接

踏むことは賤しいと考えられていたため，純白の漆喰で塗った場所を設け

たと考えられる。

第１図 石灰壇

（『新訂増補故実叢書』より）
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じちゅうぐんよう

２．『侍中群要』
じちゅう

侍中とは蔵人の唐名で，平安時代以降，朝廷にあって機密の事務を司っ

た高級役人であった。本書は，彼らが司る日中行事や恒例行事などに関す
ゆうそくこ じ つ

る様々な事例を集めて記録した有職故実書で，全１０巻から成立している。

著者・成立ともに不明であるが，最新の記事は延久３（１０７１）年で，現存
さだあき

する最古の完本は，鎌倉幕府第１５代の執権・北条貞顕（１２７８～１３３３）が，

嘉元４（１３０６）年に書写したものとされている。第十に，

“塗石灰壇事

『家』塗間、垂二母屋御簾一近衛司候レ之、塗了上二御簾一”

とある。

ご う け し だ い

３．『江家次第』
まさふさ

大江匡房（１０４１～１１１１）の撰で，朝廷における年中行事・臨時の仏事な

どを解説し，当時の儀式を忠実に記録した，平安時代後期の儀式書である。

十五・大神寳次第（延久元年４月７日）の項に，

“次於二石灰壇一御覧二神宝御直衣一”

とあり，石灰壇で儀式が行われていたことが分かる。

でんりゃく

４．『殿暦』
ただざね

関白太政大臣藤原忠実（１０７８～１１８２）の日記で，承徳２（１０９８）年から

元永元（１１１８）年までの，主として朝儀に関する事柄が記録されている。

長治２（１１０５）年８月１７日の項に，

“今夜戌刻許、有二御拝一須レ有レ於二南殿一也。雖レ然御心地猶不レ快、仍

テイシバゐノ壇ニて、有二此事一、余○藤原忠実 其間候二宿所一、酉刻

許為隆覧云、伊勢太神宮怪也。”

とある。
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ちゅうゆうき

５．『中右記』
なかみかど むねただ

中御門と呼ばれた公卿藤原宗忠（１０６２～１１４１）の日記で，寛治元（１０８７）

年からから保延４（１１３８）年までの出来事が記述されている。嘉承２（１１０７）

年２月１１日の項に，

“使立之間、依二御物忌一於二石灰間一有二御拝一云々、”

とある。

さ ぬ き の すけに っ き

６．『讃岐典侍日記』
あきつな

平安時代後期の天仁元（１１０８）年頃に，藤原顕綱の娘長子が著した仮名

日記で，下巻の「よろづ果てぬれば」の項に，

“殿、うるはしく装束きて参らせたまうて、「とく参らせたまへ」と招

せば、参りたれば、御前、もろもろ装束せさせ参らせ給ふ。うつく

しげにし志たてられ、引直衣にておはします。御裾つくり参らする

にも、昔まづ思ひ出らる。御衣せさせ参らせて、日ごとにいしばい

の御拝のをりは、いかでさせ給ひしと、まづ思ひ出らる。”

とある。

こ じ だ ん

７．『古事談』
ぎょうぶきょう あきかね

村上源氏出身の刑部卿・源 顕兼（１１６０～１２１５）が，鎌倉時代初期の建

暦２（１２１２）年から建保３（１２１５）年の間に，宮廷や貴族・僧侶に関する

４６２の説話を編集した，全６巻の説話集である。

（１）六巻の第一・「王道 后宮」の巻１ノ２９の項に，

“一條院御時、於二清涼殿一、有二御酒宴一之日、讃岐守高雅朝臣奉二仕

包丁一左府抜二竹臺一、石灰壇ニテ、焼テシヒ申サレケレバ、度々聞

食ケルヲ、高雅朝臣微音ニ、本自引戸ハト云ケリ。”

とあり，また

（２）六巻の第五・「神社仏寺」の巻５ノ４２の項には，
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“延喜御時、蔵人失其名不二参内一居レ家、其母奇問レ之。蔵人云、天気

常不レ快。母云、早可二参内一、我将レ祈二鞍馬寺一云々。蔵人参拝二主

上於大床子御座一、召二御膳一、於二石灰壇一包丁、有二大風一燈消。此

蔵人 二甲折櫃一、置二燈於其内一、三方風不レ能レ消、自レ此朝恩日新

云々。”

とある。

べんのない し に っ し

８．『弁内侍日記』
べんのない し のぶざね

弁内侍は藤原信実の女で，内侍として後深川天皇に仕えた歌人である。

日記は寛元４（１２４６）年１月から建長４（１２５２）年１０月までの，主として

宮中に関する内容である。寛元４（１２４６）年１２月１２日の項に，

“日ごろ降る雪さえとほりたるに、いしばいの間にかへりたち、つく

づくと待ちゐたりし。”

とある。

９．『平家物語』
しなののぜんじゆきなが

鎌倉時代（１１９２～１３３３）前期の軍記物語。原著者は信濃前司行長が有力

であるが，広まる過程で数次にわたり複数の作者が介在しているため，諸
ほうおうながされ

本によって異同がある。巻之三の法皇被流に，

“内裏には臨時の御神事とて、主上夜ごとに清涼殿の石灰壇にて、伊

勢大神宮をぞ御拝ありける。”

とある。

１０．『太平記』

応安年間（１３６８～１３７５）頃までに成立した軍記物語で，巻四の一「宮并

妙法院二品新王御事」の中に，

“毎朝ノ御行水ヲメサレ、假ノ皇居ヲ浄メテ、石灰ノ壇ニ準ヘテ、太
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神宮ノ御拝有ケレバ、天ニ二ノ日無レドモ、國ニ二ノ王御座心地シ

テ、武家モ持アツカヒテゾ覺ヘケル。”

とある。

１１．『夏山雑談』一

たかひさ

全５巻。平 直方述・小野高尚（１７２０～１７９９）著で，寛保元（１７４１）年

に刊行された。有職故事の考証が７０４項目あり，その中に，

“石灰の壇は、清涼殿のうちにあるなり、毎朝御神事御遥拝などを行

なはせ給ふ御座なり、御座敷の中に、石灰にて壇を築き、砂をまき

あるよしなり、”

と説明されている。

Ⅱ．文学作品に見る石灰の記述

１．枕草子

『枕草子』は平安時代中期の長保３（１０００）年頃，作者の清少納言が一

条天皇の中宮である定子に仕えていた時に，それまでに見聞した事を中心

に，日記的に記述した随筆である。その６３（６６）１）段に，石灰について下

記のように述べられている。
ひたい

“あやふ草は、岸の額に生らんも、げにたのもしからず。いつまで草
あわれ ひたい

は、又、はかなく哀也。岸の額よりも、これはくづれやすからんか

し、まことの石灰などに、はえ生ひずやあらんと思ふぞわろき。”

とあり，石灰（漆喰壁）を丈夫で，信頼おける物質の代名詞のように表現

している。

２．『明月記』
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さだいえ

『明月記』は鎌倉時代前期の歌人である藤原定家（１１６２～１２４１）が，源

平内乱期から承久ノ乱以降までの，政治や歌壇・社会状況，あるいは自分

の心情を記述した日記である。寛喜２（１２３０）年６月２４日の項には，

“車宿昨日塗壁、今日塗石灰裏棟、”

とある。

Ⅲ．建材としての石灰（漆喰）

た た き

１．漆喰壁と三和士
すさ

一般に，消石灰に糊・ ・粘土・砂などを混ぜた資材を漆喰と言い，板

や土で造った建物の表面に塗った壁を漆喰壁と言う。消石灰を水で練った

だけの場合，消石灰は粘着力が弱いため塗り難く，乾燥すると収縮してヒ

ビ割れを生じ，また剥がれやすくなる。そこで，塗りやすくするため，米

を炊いて粥状にして混たり，粘性を持つフノリ・ツノマタやギンナンソウ

などの海藻類を煮沸した粘材を加える。さらに硬化後のヒビ割れを防ぐた
すさ

め，篩分けをした や粘土・砂を混ぜる。穀物である米は貴重品であるた

め，建物を漆喰壁に出来るのは城主・裕福な寺院，あるいは商人たちなど

であった。

は，和紙を水に浸した後よく叩いて繊維状にしたものや，漂白した麻

などである。粘土や砂はヒビ割れを防ぐだけでなく，塗りの厚さを一定に

保つ役割もある。

このようにして調合した漆喰は乾きが遅いため，一回の塗りは数ミリ程

度で，数回塗り重ねて厚くするが，下塗りでは糊や の量が多く，中塗で

は粘土や砂を多くし，上塗りでは入れない（矢野，１９８６・ほか）。

明治時代初期に，西洋の建築技術の導入で，レンガ造りや鉄筋コンクリ

ート造りが建てられるようになると，これらの壁面にも装巌な雰囲気を漂
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わせる，純白の漆喰が塗られるようになった。
か の こ

近年は，鹿子ずり（砂を配合しない漆喰），木ずり漆喰（木ずり下地へ

直接塗ったもの），蛇腹漆喰（蛇腹の塗りつけに用いるのも），砂漆喰（砂

を配合した漆喰），セメント漆喰（セメントを配合したもの），屋根漆喰（菜

種油などを絞った袋の廃品で作ったスサ（油スサ）を混ぜた，糊が濃い漆

喰で，屋根瓦の押さえに用いるもの。南蛮漆喰ともいう），土佐漆喰（糊

を用いず，３か月以上発酵させた藁と消石灰を水で混合し，１か月以上熟

成させた漆喰），琉球漆喰（ムチとも言い，藁と生石灰を混合してから水

を加え，生石灰に消化加熱反応を起こさせることで藁をなじませ，さらに，

それを擂り潰して熟成されたもの）などの種類がある。
た た き たたき に が り

一方、三和士（敲）はケイ酸に富む土に，消石灰と海水から採った苦汁

を加えて練った資材、あるいは練り上げた資材を叩いて固めた床である。

現在では代表的なものとして，愛知県西三河地方の三州三和土がある。

石灰（漆喰）について，各史料には次のように記載されている。

だ い き

２．『台記』
よりなが

左大臣であった藤原頼長（１１２０～１１５６）の日記で，保延２（１１３６）年か

ら久寿２（１１５５）年までの出来事が記録されている。天養２（１１４５）年４

月２日の項に，

“作文倉始入河洛書之由、先達所傳也、余従用之、文倉制、高一丈一

尺、此外、礎高一尺、東西二丈三尺、南北一丈二尺、一間、南北有戸、

四方皆拵之以板、其上塗石灰、其戸塗蠣○蠣八本作蠣 柄、為不令剥

落也、葺以瓦、去倉六尺築芝垣、廣七尺、高一丈三尺、坤角有出入

之道。”
ふみくら

と書かれている。これによると，文倉は高さ約３．４m，東西約７．６m，南北

約４mの建物である。倉の四壁はすべて板材で建てられ，表面は防火・

防災のために石灰（漆喰）壁で，戸口には蠣灰が塗られている。屋根は瓦
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で覆われ，周囲には防火用に芝垣が設けられている。このような漆喰を使

っての防火建築物が，いつ頃から建てられるようになったのかの詳細は不

明であるが，上記の史料から，すでに平安時代後期には，貴族の間では防

火のため建物の表面を漆喰壁にしていたことが分かる。

３．『平安遺文』

天応元（７８１）年から元暦２（１１８５）年までに書かれた文書を集成した，

古文書集である。治承３（１１７９）年８月に，東寺の修改築が行われ、その

時の記録が「東寺損色検注帳」として残っている（竹内編，１９８０b）。そ

の中で、石灰の関する部分を抜粋すると、

“五間四面瓦葺食堂一宇

壁 大六間 小七間

下地料榑三百八十寸

石灰廿石加修理定

仏壇料石灰十石

妻戸

壁四間

下地榑百廿寸 石灰四石

供所一宇

壁

小十間

石灰六石 下地小榑百五十寸

大師御所一宇 五間四面 檜皮葺

壁

大十間 石灰六石 小壁十間 石灰六石

下壁十間 石灰四石 榑八十寸

北板葺長屋一宇 九間三面
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壁

大廿二間料石灰十三石榑二百十寸縄十四方

小廿間料石灰二石四斗

南八足門一宇 瓦葺

壁五間

筋飼木四支長一丈五尺 五六寸

下地小榑百廿寸

石灰三石

北八足門一宇瓦葺

壁六間

筋飼木二支長一丈五尺 五六寸

下地小榑百八十寸

壁持一丈 長八尺五寸 七八寸

石灰三石六斗

御寶殿一宇

石灰二石”

とある。

これらの記録によると、各堂宇を建設するに当たって，いずれも大量の

石灰を使って漆喰壁が築かれている。恐らく，建物の壁面を純白な漆喰壁

で飾ることによって装巌さを漂わせると共に，防火の役割を持たせるため

漆喰壁にしたことであろう。さらに，「八條院廳下文案」には，

“近江国 石灰庄”

と書かれている（竹内編，１９８０a）ことから，近江国に石灰の産出地があ

ったことが分かる。

４．『春日権現験記』
さいおんじきんひら

左大臣西園寺公衛（１２６４～１３１５）が，延慶２（１３０９）年に春日神社に奉
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納した絹本著色である。絵は高階隆兼，詞は鷹司基忠ら四名である。全１９

巻からなっており，当時の服装や建築物の状況を知ることが出来る。第１４

巻には，京都で起きた大火災後の状況が描かれている。詞には，

“同比京に大焼亡有けり。四方みなやけうせけるなかに、一宇の屋や

けずして、煙をまぬかる。其時人々未曾有の事なりといひさはぐ程

に、となりなる人来て語けるは、この焼亡よりさきにゆめをみしや

ふは、黄衣の神人數輩いできてこの家をやくるをみて、なげしをさ

ぐりて其所より火を打けつと見き、しかるに此家ばかり殘とゞまり

て火の難をのがれたる事不思議なり。かのなげしにいかなる事か侍

らむといふ。時に人々よりてかのなげしを見れば、唯識論一巻あり。

これを大明神擁護し給て、やけざりけりといひて、見聞人ほめあざ

みけり。”
い く ら

とあり，火事で焼け残こった「居倉（蔵）」と称される土蔵と周辺の状況

が，右側から左へ向けて物語的に描かれている（第２図）。右側ではまだ

炎や煙が出ており，桶から柄杓や手で水をすくい，消火している人物がい

る。中央では焼け跡で，火箸などを使って金目の物を拾っている人たちが
い く ら

いる。左側では焼けずに残った居倉の前に幕を張り，住宅の再建を待って

いる。その前には，火事見舞いに訪れたのであろうか，幕を捲り上げて男

性がいる。その後には，頭の上にたくさんの荷物を乗せ，避難先から持ち

帰っている女性が描かれている。

居倉は，壁面はもちろんのこと屋根の部分も漆喰壁で覆われ，覆屋が無

いことから草葺，あるいは茅葺の覆屋は焼失したのであろうか。土蔵の規

模は人物の配置などから，高さ約３．５m，幅約４m，奥行き２．５m前後の広

さである。居倉の手前では，大工たちが板材を整え，再建の準備をしてい
だ い き

る。この絵画は，藤原頼長の『台記』にある状況を，具体的に描いている

と考えて良いであろう。
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第２図 焼けずに残った居倉

（『春日権現験記』より）
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５．『古事略儀』２）

天皇および女院のお葬式の次第書で，作者不詳。室町時代初期の明徳４

（１３９３）年以降に成立したと推定されている。その中に，

“母屋仏壇下深掘レ穴、底併四面畳ニ大石一奉レ安レ之、其上覆レ石可レ塗二

石灰一、非常大事若出来之時、不可ニ露顕一不レ可ニ損壊一之故也、”

とある。居倉を建てるだけではなく，非常時が発生すること考え，居倉の

下に地下室を設けていることを示す文章である。

６．『洛洛外図屏風』（町田本）

１５２６～１５３６年頃に書かれた屏風で，京都市街地の建物や風俗が描かれて

いる。この図によると，「ごくらくじ」（極楽寺）を始めとする，寺院のよ

うな大きな建物の壁や塀は白色に描かれていることから，漆喰壁が広く普

及していたと推定される。あるいは，絵画の顔料として石灰が使用された

だけなのかもしれない。

７．『快元僧都記』

天文２（１５３３）年から天文９（１５４０）年にかけて，鎌倉の鶴岡八幡宮の

再建工事が行われ，その時の状況が『快元僧都記』に記録されている。内

容は造営奉行体制・家臣団への賦課・職人集団・世情，あるいは出陣など

であるが，その中に白壁，あるいは白壁師についての記載もある。建築資

材の観点から考えると，「白壁」は消石灰で，白壁師は漆喰塗師と推定さ

れる。そこで，白壁・白壁師についての部分を抜きする。

天文２（１５３３）年５月３０日 昨日２９日白壁師、同土朱塗師来了。

天文３（１５３４）年６月２２日 白壁土以下社頭江被レ上了。

７月９日 白壁師弥六父子、楼門之上、彩色之足代結レ

之。可レ入二物見具一、麻布、膠米、樋炭等

也。不レ能二具録。自二十七日一彩色了。青、
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黄、赤、白、黒。

天文４（１５３５）年２月３日 白壁師弥六足代以下結レ之。御供休部屋等

彩色了。

３０日 白壁師所来了。奉行太田兵庫助方也。此彩

色ニ粳米膠炭肆毛等也。同日料之刷有レ之。

前注レ之畢。

３月２５日 一白壁、大工十郎左衛門

６月１日 白壁弥六馬塲木屋移畢。多分社頭腰壁出来。

１９日 白壁師請二取之一如レ此。但百本二百本、其

門所謂請取、不レ能レ注。

８月２日 白壁之木屋‥‥

天文５（１５３６）年８月１９日 白壁師上倉。可二彩色一所有之故也。

閏１０月９日 南大門之白壁以下用意有レ之、上葺等出来。

天文８（１５３９）年８月１日 白壁師弥七郎上倉。御殿壁塗畢。

９月一当 月中白壁十郎左衛門父子、御殿之朱塗レ之。

天文９（１５４０）年１月１１日 白壁師父子上倉。即武内彩色、至二二月一

致レ之。

天文９（１５４０）年７月２６日 同白壁師父子上倉。即武内彩色、至二二月一

致レ”

とある。

７年間にわたる鶴岡八幡宮の再建工事には，大工や鍛冶は勿論のこと，

瓦師や石工など，多くの職人が動員されている。職人の出身地についてみ

ると，地元である相模国の鎌倉や小田原近辺を中心に，伊豆国や武蔵国は

当然として，遠く遠州や奈良からの出身者もある。立派な建物を造るため，

後北条氏は各地から優秀な職人を集めたことが分かる。

それでは白壁，あるいは白壁師はどのようであっただろうか。

まず，白壁師として弥六父子・弥七郎・十郎左衛門父子の五名である。
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彼らの出身地については述べられていないが，いずれも「上倉」とあるこ

とから，出身地は地元の鎌倉や小田原近辺ではなく，建築技術の先進地か

ら動員されて来たと考えられる。当時の先進地は畿内の奈良・京都で，番

匠・塗師なども奈良・京都から召喚されていることから，弥六父子・弥七

郎・十郎左衛門父子も，奈良あるいは京都から召喚されたと考えても，大

きな間違いはないであろう。

先報（角田，２０１１）で述べたように，奈良盆地を中心とした畿内地方で

は７世紀後半から古墳に使用され，また，上記のように９世紀以降になる

と宮廷の清涼殿で，あるいは貴族が貴重品を保管するため居倉を漆喰壁で

覆うようになっていた。これらのことから，鶴岡八幡宮の再建工事におい

ても，神社の装厳さを表すと同時に耐火構造にするため，壁面を漆喰壁に

し，その技術者を先進地の奈良・京都から召喚されたと考えられる。この

ようにして，畿内からの石灰と漆喰壁の技術が坂東へ伝わったが，鎌倉の

近隣では原料の石灰岩が分布していないことから，使用された石灰は畿内

から運ばれたのか，それとも坂東のいずれかで生産され，そこから運ばれ

て来たかについては不明である。

８．『耶蘇会日本通信』（上巻）

当時，来日していた西欧宣教師（イルマン イルス ダルメイダ）が，

永禄８（１５６５）年１０月２５日，大和国の信貴山城下を訪れた時の状況を，書

簡としてヨーロッパに送った文章の一部である。

“家は数階にして、我国風の良き窓格子あり。此等の家は堀及び塔と

共に今日まで、基督教国に於ては見たること無き、甚だ白く光沢あ

る壁を塗りたり。壁の此の如く白きは石灰に砂を混ぜず、甚だ白き

特製の紙を混ずる故なり。‥‥‥此別荘地（此称を附することを得

べし）に入りて街路を歩行すれば、其の清潔にして白きこと、恰も

当日落成せしものの如く、天国に入りたるの感あり。外より此城を
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みれば甚だ心地好く、世界の大部分に此の如き美麗なる物ありと思

われず。”

とあり，城下の家々は漆喰壁であったことや，漆喰は石灰に和紙を混ぜて

いたことなどが分かる。

９．『羅葡日対訳辞典』

文禄４（１５９５）年に天草のイエスズ会日本学林で刊行された辞典である。

“「Siquis」（シックイ）”として記載されていることから，漆喰壁は庶民

にも広く普及し，日常生活でもシックイの用語が使われていたことを示し

ている。

１０．『多聞院日記』

戦国期の文明１０（１４７８）年から江戸時代初期の元和４（１６１６）年まで，
ちょうじつぼうえいしゅん

奈良・興福寺の長実房 英俊を始めとする僧侶たちが記録した日記である。

天正１２（１５８４）年１０月１７日の項に，

“ミソ又一石ニサセ、白カヘノ用意下土申付之、天井やうやう出来間

・番匠汁申付翫）了、御墓参了、大門へ参彼是申上了、”

同月１９日に、

“石灰下土用意了、柳一本セトヘ指替了、”

同月２０日に、

“大乗院殿へ申、京ノ買物共寛舜房誂了、ヒタ十貫上了、同石灰フル

ワセテ五斗二升被下了添事也、”

同月２２日に、

“白カヘカヘヌリ四人来、石灰ハ大門ヨリ被下了、四人来、二帖ニ二

斗五升、内一升ハ加ヘ也、在了”

同月２３日に、

“霊供備了、白カヘヌリ四人来、”
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同月２５日に、

“カヘヌリ三人シテ十七間四日ニヌル、小カヘ二ツヲ一間ニシテノ事

也、石灰一石二斗入了、少アマル、シンテンノツマ明日ヌルヘキ通

也”

同年１１月７日の項には

“石灰五斗大門様ヨリ申請、縁下ノ土壇ノ用也”

同月１５日に、

“縁ノ下ノ土壇二石灰ヌラセ了、御同学坊ナラテハヌル事不叶也、去々

年筒井順慶頭屋ノ時、ヌリ度之由雖被申不叶、寺門規模ノアトノタ

メ雖憚入ヌラセ了、”

天正１４（１５８６）年３月１７日の項に、

“社頭番ニ日中迄参了、日中後良へ誂了、雨少下、築地延引瓦葺之用

意也、油井石灰入、一段堅久可在之處也、”

とある。

１１．『愚子見記』

今奥吉兵衛平政隆が著し，貞享元（１６８４）年頃に刊行された，全九巻か

らなる建築百科事典である。江戸時代前期の建築技術は勿論のこと，資材

の準備や積算などについて知ることが出来る。著者は，畿内・近江の六カ

国の建築を支配する，京都御大工頭中井家に属する頭棟梁で，京都御所を

中心に江戸城の工事にも参加している。本書の付録的な第九巻には，石灰

について，以下のように記載されている。

“檜皮書出之仕様亦屋根坪大積
ウ シ ャ テ イ ク

廿四 ○左官 公儀御定 者カヘヌリ・泥工同

便蒙抄ニ官ヲ作レス完ニ

一，左官一人 米六升宛 但手間・飯米トモ

漆喰一桶 米八升宛 但七升入



166
ヨル

同一桶銀ニテニ匆五分ト云。但是ハ従レ時ニ也。

（以下，省略）

廿六 ○石灰之事（ ）

一，一俵 代一匁八分 一駄十俵負

是ハ江州八幡ヨリ水口著、一駄ニ付十八匁、寛文ノ比

右一俵ヲ舂蘿（ ）（ウスツキフルヒ）テ粉一斗五升有レ之。土
ハダ

肌ニ置（ ）悪シ、久ク土ノ上ニ置ケハ目重ク成リ、俵大キニ成テ俵ノ
メ キ ゝ

縄切ル者也。是久ク成ルノ目利也。亦俵ニ水懸リ火ノ出ル（古＋又）

無レ疑。能々可ニ心得一事也。江�伊吹山ニテ焼レ
ク石ヲ、為ニ

ト是ノ石灰ヲ

上一
ト云。

はくつち

廿九 ○拍土
ジ ャ リ ヨシ

一，砂璃土 一升 是ハ地蔵之土宜
ハニ

大仏土 五升 是ハ泥工ノ用ル埴土ノ（ ）

石灰 二升 上々伊吹、西石灰ハ凶シ

ソゝキニギリ イカ ニ

右合而水ヲ霑拳テシコテシコトスル程ニメ、偖如－何ニモ能々

扣付ル也。是者永井信濃守殿伝也。

卅 ○練土 右同伝
ハ ニ ツ チ コマヤカ タタ

一，土丹土 一斗 艶 ニ摧キ而

石灰 一斗八升 上々吉、細カニ（ ）而

塩 一斗二升
カヤ タタ

割石 四升 大豆亦榧程ニ研キ 白河石ノ切粉ヲ用ル良

油 一升 是ハ魚油モ好シ

マ ツ コ テ ヌ チトカタ

右雑セ合セ能杵キ合セ、泥鏝ニテ塗リ申ス時、少堅キ程ニ水ヲ入

合セタル吉也。但水加減ハ可レ寄レ事一
ニ。厚一寸ニ塗テ而、泉

タモ

水ノ底抔廿年モ持ツ也。

○亦

一，土 一斗 石灰 一斗
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塩 三升 割石 三升 但石ノ粉良
亦砂モ同

右水ニテ練合用之。庭作市左衛門伝。

○亦練土
ネバ

一，土 一斗 但菫ツチ
キン能（ ）而

石灰 六升 砂 三升
マ

右交セ合水少入、塗加減吉キ程ニ可レ合。

○亦

一，石灰 一斗三升 白菫 一斗五升

塩 八升
ツクロ

右能ク練合塗也。但ノ間抔ト繕ヒ候者、帋スサ為レ
ル

入良、如レ石ノ成ル也。
シツクヒ

卅一 ○漆喰（ ）
フ ノリ

一，石灰 （ ）（マツヤニ） 海羅 紙スサ 苧スサ
ドロ セン コシ アツ

右海羅ヲ泥リト煎シ、能ク漉テ成－程熱ク而メ苧スサヲ入練合セ、

偖石灰ヲ入レ添喰ノ加減吉程ニ入テ、其上（ ）ヲ粉ニメ少シ

サメ

加ル也。海羅醒テハ悪シ。

○亦屋根裏抔上ケ塗漆喰
フ ノリ

一，石灰 八升 海羅 五十目

苧スサ 八十目 紙スサ 十匁

（ ）十匁 油 五勺 酒 五勺

右練合可レ加レ減。

卅二 ○大津壁

一，聚楽土 一斗 石灰 五升

小砂 七升 上塗スサ 一斗
コ テ アヤ

右泥鏝加減能 メ可レ塗。”

とあり，石灰の用途や漆喰の調合などについて，詳細に記録されている。
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やまとほんぞう

１２．『大和本草』

貝原益軒（１６３０～１７１４）が宝永６（１７０９）年に著した書物である。「巻

之三・金玉土石」の項に，

“石灰 礦石をやきて灰とす。薬には久しきを用ゆ。醫書にも千年石

灰とあり。又新しきを用ゆ。百年十年なるをも用ゆ。近江にも多し。

白かべをぬり、棺をぬり、小池を作る。用多し。槐木などの色付る

にも石灰よし。博物志曰。焼二白石一作二石灰一。既訖積著レ地。経レ曰

都冷遇レ雨及水澆。即更燃烟 走云云。○和俗に、亦石灰を馬に駄

するに必鎌を帯ぶ。いかんとなれば、若暴雨に逢へば忽石灰より火

出て馬やけ死ぬる故、火の出づる時急に馬のおへる石灰を切りおと

さんとなり。舟につむ時も亦火の用心すべし。血止るに用るも、能

物を堅むる功あるゆゑ也。濁水に入て能澄ましむ。形有る物をかた

むる故也。○棺をぬり、小池をぬるに石灰三斗、細沙一斗、黄土一

斗ふるひ合せ、淡酒をむらなくかけつきかためてぬる。是文公家禮

の方也。又方石灰一斗、細沙四斗を用ゆ。黄土はねばりある土を用

ゆ。石灰なければ蛤粉を用ゆるもよし。○女兒の陰門生れ付て不レ

開、只小便道のみある者あり。銅銭をよくとぎて切開き、あとに陳

き石灰をぬるべし。此法通變方に出たり。年不レ長時早くべし。時

珍日、石灰は止レ血神品也。但不レ可レ著レ水。著レ水即爛レ肉。○石灰

の功能多く本草に載す。有二奇效一人家可二常貯一。”

とある。

Ⅳ．百科事典的な記載

ほんぞうこうもく

１．『本草綱目』

李 時珍が著わした明代の百科全書で，初版は万暦２４（１５９６）年に刊行
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された。自然物を１６部・６２類に大分類し，さらに各部を細分している。本

書が我が国に最初に伝わったのは慶長１１（１６０７）年で，以降，石灰鉱業に

大きな影響を与えた。「巻９ 金類」の項に，

“〔釈名〕石堊宏景 堊灰本経 希灰別録 鍛石日華 白虎綱目 礦灰綱目

〔集解〕〔別録日〕石灰生ニ中山川谷一。〔弘景日〕近山生石青白色也。

作レ竈焼、意。以レ水沃レ之。即熱蒸而解。俗名ニ石堊。〔頒日〕所レ在

近レ山処（旧字）皆有レ之。焼ニ青石一為レ灰也。又名ニ石鍛一。有二風

化水化二種一。風化者。取二鍛了一石置二風中一自解、此為レ有レ力水化

者。以レ水沃レ之。熱蒸而解。其力差劣。〔時珍日〕今人作窰焼レ之。

一層柴・或煤炭一層。在レ下。上累二青石。自レ下発レ火。層層自焚而

散。入レ薬惟用下風化不レ夾レ石者良、”

とあり，さらに〔気味〕〔主治〕〔発明〕〔附方〕の順序で記載されている。３）

２．『多識編』

林 羅山（１５８３～１６５７）が寛永７（１６３０）年に刊行した書物で，諸物の

漢名を列挙している。「巻一・土部第四」に，
ラ

“白堊 志良豆知、「異名」白ク善セン土ト
別
録白ク土粉ン

行
義”

とあり，

「巻一・石部第七」には，
バ リヤウコツ

“石灰 伊志波伊 古墓中石灰名ク
ニ地龍骨一今案ニ豆加乃宇知乃伊志波
ナ ソ

伊（ ）船油石灰名ク
ニ水龍骨一

ト布那曽古伊志波伊俗ニ云フ志豆久伊”

とある。

てんこうかいぶつ

３．『天工開物』

崇禎１０（１６３７）年に，中国江西省奉新県出身の宋 応星（１５８７～１６６７頃）

が書いた，全３巻からなる技術書である。農業に始まり，中国の伝統技術

全般にわたって記述している。わが国でも広く読まれ，以降，わが国の文
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献に大きな影響を与えた。明和８（１７７１）年に和刻本が刊行された。

“石 灰

石灰は、火で焼いてから使用する、それができあがると、水に入れ

ても長く変質しない。多数の船や垣などの隙間は必ず石灰で塞いで

水もりを防ぐ。ほぼ百里四方の地域には、地中に必ず焼くことので

きる石を産出する。石は青色のものが上等で、黄色や白色のものが

それに次ぐ。必ず地中二、三尺に埋もれていて、それを掘りとって

焼く。土地の表面にあって風化したものは使用しない。石灰を焼く

燃料としては、石炭を使うのが九割で、薪炭が一割である。まず石

炭を泥にまぜて餅状のもの（煤炭餅）をつくる。この煤炭餅と石と

を交互に積み並べ、薪をその底に敷いて火を燃やして焼く。最もよ

いものを擴灰といい、最も悪いものを窯滓灰という。火力がまわる

と、石が焼けてちぢみ、空気中におくとやがて風に吹かれて粉末に

なる。急いで使用する時は、それに水をそそぐと、やはり自然に粉

末となる。石炭を使用して船の隙間に埋めるには、厚手の絹や上等

の羅にこの油をつけ、これを杵でこつこつたたいて隙間を塞ぐので

ある。石灰を使用して石垣を積むには、石灰の塊りをふるい去って

から、水で塗りあわせる。瓦下にはやはり油と石灰を用いる。石灰

で壁を白塗りするには、水に澄ませて紙のすさを入れて塗る。それ

で墓や貯水池をつくるには、石灰一に川砂と黄土を二の割合で入れ、
も ち うる ち

糯米、粳米、羊桃藤の汁でよくまぜあわせて薄く塗ると、堅固で長
た た き

く崩れない。これを三和士という。そのほか藍澱をつくったり、紙

をつくったりするのに使用され、その効用は数えきれない。温州、

台州、福建、広東の沿海地方などで、石から石灰ができない所では、

天然にできる蠣 が代用となる。”

と記載されている。
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け ふ きぐさ

４．『毛吹草』

松江重頼（１６０２～１６８０）が編纂した俳諧論書で，寛永１５（１６３８）年に刊

行された。第四巻は諸国の名産物が記載され，その中の「摂州」の項には，
ア ハ ホリカハイシバイ

“阿波堀川石灰 シジミノ灰ナリ”

とあり，また「近江」「若狭」の項にも
イシバイ

“石灰”

と記載されている。堀川で生産される石灰はシジミ貝を焼いて生産してい

ることは分かるが，近江と若狭で生産されている石灰については述べられ

ていない。

ほんぞうこうもくやく ぎ

５．『本草綱目訳義』４）
ほんぞうこうもく

『本草綱目』の訳書で，寛文１２（１６７２）年刊である。「巻九の石」の項に，

“石灰 イシバイ

石ヲ焼テ灰石ニシタルナリ、今本山石バイト云コレナリ、江州伊吹

山ノ近処香太平寺村ト云処ニテ多焼キ、諸国ヘ出ス、及江州石部近

辺ニモ焼クナリ、又近年ハ貴舟ノ近処ニモヤク、コノ貴舟ニテ焼石

ハ、鞍馬ノ山中ヨリホリ出スナリ、鞍馬ノ僧正ガ谷ト云処ニ、義経

剣ヲ学ビシ処アリ、コゝニハ兵法石ト云テ、自ミ然ト色々ノ形ノ石

アリ、コレニ少々ヅゝ細工ヲシテ、色々ノ名目ヲ付テアリ、外ハサ

ビタル白色也、肉ハ薄青シ、コレモ土ノ上ヘ出テアルハ灰ニ焼ニ宜

カラズ、土中ヨリホリ出タルガ上品ナリ、コノ石ヲ細カニ砕キテ焼

キ灰トスルナリ、武州ニテハ八王寺、成木村等ニテヤク、武州ノ石

ハ京ノ石灰石トハ少シ異ニシテ、色淡ク白ニシテ少シ黒ミアルナリ、

凡石灰石ト云モノハ、皆タゝケバヨク鳴ルモノナリ、故ニ薄ク扁ク

ヘゲタルハ磬石ニナルナリ、又コレヲ硯ニ用今加茂川石ト云ハ、皆

コノ石灰石ナリ、色ハ種々ニナリタルモノアリ、諸国トモニ石灰石

ハ硯ニヨキモノナリ、土佐、濃州、越前、大和、作州、備後等にも
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石灰ヲ焼クナリ、其外石灰ト云テ多ケレドモ、偽物多シ、カキガラ、

シゞミ、カラス貝ノカラナドヲ焼タルナリ、コレハ貝石灰ト云、コ

レハ薬用ニモナラズ、壁タゝキ土ナドニモ下品ナリ、薬ニハ、本山

石灰ノ中ノハナコト云ヲ用ハナコト云ハ、細ニシテ、正白ニシテ、

上品ナリ、貝石灰ハ漢名蚪灰トモ蜃灰トモ云ナリ、カキガワヲ石灰

ニシタルハ、古卉灰トイナリ、石灰ヲヤクコトハ、天工開物ニ委ク

法ヲ挙テアリ、図モ出シテアリ、唐デハ石或ハ金ヲヤクニハ、石炭

ヲ用、石炭ハ火ツヨクシテヨシ、日本ニハ皆木炭ニテ焼、火緩ニシ

テ不便ナリ、天工開物ニ、以二青色一為レ上、黄白次レ之、石必淹疑掩

誤土内二三尺堀取、受二燔土面見レ風者一、不レ用二燔灰一云々、又云、

最佳有レ曰レ 疑 誤灰最悪者曰二窯滓灰一云々、集解ニ、風化水化ニ

種云々、風化ト云ハ、水ヲカケズ、自然ト砕テ粉ニナリタルナリ、

凡石灰ハ焼テ当分ニ其マヽニテハ粉ニナラズ、コノ粉ニナラヌヲア

ラバイト云、コレヲ俵ニ入レ三十日程置バ、自然ト粉ニナルナリ、

コレヲワケバイト云、コレ風化石灰ナリ、又焼テ熱シテアル時、直

ニ水ヲカケルト忽粉ニナル、又焼テアラバイニナリテ冷テアルヲ、

少シ温メテ水ヲカケルモ粉ニナルナリ、コレ皆水化石灰ナリ、薬用

ニハ風化ヲ用ユ、風化石灰ヲ略シテ風化灰トモ方書ニカキテアリ。”

とある。

に ほ ん が の こ

６．『日本鹿子』

元禄４（１６９１）年に刊行された地誌書で，著者は磯貝舟也である。五畿

七道の旧跡を始めとする様々なことが記載され，その中に「同国中名物出

所之部」の項がある。近江国・若狭国・摂津国には特産として石灰があり，

さらに摂津国では「阿波堀川ヨリ出」と小文字で産地が記載されている。

じんりんきんもうずい

７．『人倫訓蒙図彙』
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著者不明。生業職分を概説した江戸時代の啓蒙的図解便欄で，元禄３
あきんどのぶ

（１６９４）年頃に刊行された。「巻四・商人部」に，

“【石灰屋】近江美作より出す。石灰は石を焼。”

とある。

８．『和漢三才圖會』

書は寺島良安が著した，江戸時代中期の百科事典である。良安は漢方医

で，生没年は不詳。正確には『倭漢三才圖會略』と称し，３０年以上の歳月

をかけ，正徳２（１７１２）年頃に刊行された，我が国最初の図説百科事典で
お う き

ある。明の王圻の『三才圖會』を倣って，和漢古今にわたる種々の事物を

部別して，１０５巻８１冊として刊行された。図をあげて漢文で解説している。
しらつち

地理巻之五十五には「堊」の項目があり，以下のように述べられている。

“堊ハ和名之良豆知 釋名ニ云次也先ハ泥テ
レ之次ノ以レ灰ヲ飾レ之ヲ也。穀

梁傅ニ云禮天子諸侯ノ之 ハ黝堊ニス也。案灰トハ者石灰也。詳二干石
か き しじみ から の り

部一今又焼テ牡蠣及蜆ノ之殻一
ヲ偽二

ル石灰一
ニ共ニ用二

テ海蘿煮レ
タル水ニ汁ヲ攪レ之

しらかべ

和二
ノ紙泥一

ヲ俗ニ云 佐紙塗二
ル壁ノ上一

ヲ謂二
フ之ヲ白壁一

ト加二
テ川 土及墨一

ヲ塗レ
レハ

之ヲ為二
ル 堊一

ヘト俗云鼠壁也 音憂微青黒色”
いしはい

とあり，また雑石類巻六十一には「石灰」の項目があり，そこには

“石灰いしばい
シツクヒ 石堊 堊灰 白虎 鍛石 希灰 礦灰 以之波伊

かま はい

本綱石灰近レ山ニ処皆有レ
リ之其石青白色今ノ人作レ

テ竃ヲ焼レ
ク之一層ハ柴或煤

すみ かさご やけ

シ炭一層ヲ在レ
キ下ニ上ニ累ニ青石一

ヲ自レ下発レ
ス火ヲ層層自焚テ而散ス有二

リ風化

水化ノ二種風化トハ者取二
テ鍛了ル石ヲ置二

テ風中一
二自ラ解ス此ヲ為レ有レ

リト力水化ノ

やや

者以レ水ヲ沃レ
キ之熱蒸メ而解ス其力差劣リ古今多以二石灰一

ヲ構レ
ル塚ヲ用フ桿レ

水ヲ而辟レ
ク蟲ヲ也故古塚ノ中ノ水ニテ洗二

ズハ諸瘡一
ヲ即皆 ユ止レ

ルニ血ヲ神品ク也

不レ可レ着レ
ク水ニ着レ

カハ水ニ即欄閉ヲ

ほ く ろ こ ぶ い ぼ

気味辛温有毒治二
シ白癜黒子 贅疣子一

ヲ止二
ルニ金瘡血一

ヲ甚タ良シ生レ
シ肌ヲ長レ

ハ肉ヲ

収二
メ脱肛陰挺一

ヲ黒二
ス鬚髪一

ヲ
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ゆかむ

人落水ニ死畏二テ石灰一ヲ納ニレ下部ノ中一二水出盡即活中風ノ 石灰醋ニ炒リ調如レテ泥ノ

ふるき

塗レ之左ハ塗レ右右ハ塗左立ルカ便牽正虚冷脱肛石灰焼熱故帛畏ヲ坐ス冷即易レハ之
いぼ こ ぶ あ さ

疣痣瘤贅灰用二テ□ノ灰淋汁一熬ヲ □レ□ト刺破テ□レ之 黶水ヲ調石灰一ヲ用二糯米ノ全キ

者ヲ半捕二シ灰ノ汁一半ハ在二灰外一ニ経レニ宿ヲ米色變ノ如ニ水精一先以レ針微撥動默二少詳

経二半日一ヲ汁出剔去薬一ヲ不レ得レ水二日ニメ而愈也妙
い か ご

△案石灰江州ノ伊吹伊香太平寺村等近レ
キ山二処多出レ

ス之越前大和美作備

後及武州ノ八王寺処処皆焼二出ス之一
ヲ凡石灰風化ノ者経二

ハ三旬一
ヲ則自ラ砕

散成レ
ル粉ト未レ

タ経レ旬ヲ者如シ蓬レ
ヘハ水ニ則自ラ出レ

ス火ヲ夏月負テ新石灰ヲ於馬ニ

ゆうだち にもつ

行レ
リ道暴雨浸レ貨ヲ時自ヲ出レ

ス火ヲ至二
ル馬斃一

スルニ之類間有レ
リ之貯二

フ石灰一
ヲ家

可レ
シ知ル

にせ か き から

贋石灰 焼牡蠣殻一
ヲ為レ粉ト成ハ用ニ蜆一

ヲ與二石灰一
ト雖レ辨塗レ

リ壁ヲ塞二
ク水孔一

ヲ

之功亦稍劣レ
バ最為二

ル薬用一
ト者不レ可二

ラ混用一”

と記載され，産出地についても詳細に述べられている。

るいじゅう

９．『類聚名物考』
まつあげ

山岡浚明（１７２６～１７８０）が著した全３４２巻の百科事典で，成立の詳細な

時期については未詳である。

「調度部１８」に，

“石灰 いしばひ ○〔後漢書廿八楊 傅〕 及特制二馬車數十乗一、

以排レ嚢盛一石灰、於二車上一繋二布索於馬尾一云々。”

とあり，さらに

「巻２３６（宮室部六墻壁）」の項には，

“石灰塗壁 志らかべ 白土○ 〔明月記〕寛喜二年六月廿四日、車宿

昨日塗レ壁、今日塗二石灰一 レ棟、●今思ふに石灰もて壁ぬるを俗に
ア カ シ モ モ シ キ

志つくひといふハ轉語なり石の上を略てシとのみいふハ明石百石城
シカワイ

の類ひみな志かり灰の波比を訛りて久比といふまた唐音石灰なるを

訛て志つくひともいふべし ○〔後漢書七十八西域大秦國傳〕一名二
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犂 一、以在二海西一、亦云二海西國一、地方數千里、有二四百餘城一、

小國役屬者數十、以レ石為二城郭一、列二置郵亭一、皆堊 レ之、○註、

飾也、音火既反、郭璞曰、堊白土也、音惡、”

と説明されている。

ぶつるいしなしつ

１０．『物類品 』

平賀源内国倫が編纂し，田村善之等による校訂である。宝暦１３（１７６３）

年に刊行されている。
カ キ ガ ラ

“石灰 和名イシバイ。此ノ物石ヲ焼テ灰トス。又蛤蚌及牡蠣房ヲ焼

キタルヲ蛤蚌粉、牡蠣粉ト云ヘ状石灰ト甚ダ相似タリ、故ニ和俗又

石灰ト云。然トモ石灰トハ別ナリ、混ズベカラズ ○武蔵多摩郡成

木村産上品。未レ
タ焼時ハ其ノ石色白微暗黒色ヲ帯テ堅キ石ナリ。”

とあり，（現）東京都青梅市成木地区で産していた石灰は，品質が良いと

している。

１１．『雲根志』

木内石亭が宝暦１３（１７６３）年に著した書である。「巻之二・４６」に，

“石灰礦今世諸�に石灰を焼出すといへども石の性宜しからず或は貝

殻を焼て交るゆへに其功能浅し。近江国伊吹山の麓姉川のほとりに

大に出せり。此製まじりものなし。予宝暦一ニ年九月こゝに至り是

を見るに白くなめらかなる石也。他石に異り其外大和国吉野郡河上

の庄、安芸、若狭或は肥後国宇土郡柴長崎村等より出といふ。”

とある。

１２．『本草和名』

深江輔仁著で寛政８（１７９６）年の刊行である。第５巻の「玉石下世種」

の項に，
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“石灰 一名惡灰 一名希灰 一名石悪出陶景注 一名堊灰堊音惡出兼名苑 一名

白灰出范注方 和名以之波比”

とある。

１３．『日本山海名産図会』

この本は，高木遷高堂梓・木邨孔恭が，寛政１１（１７９９）年に刊行した物

産誌である。その「巻之五」には，
そめはい さんはい あ せき

“石灰 一名染灰 散灰 悪石

今近江の物上品とす、美濃又是に等し。是金気なき地なれば也。元
よし の たかはら

ハ和�芳野高原に焼初て、其年月未詳といへども、本朝用ひきたる

こと甚古し。桓武天皇大内裏御造営清涼殿御座の傍に、石灰壇を塗
ど せき

作らせたまひて、天子親四方拝などの土席とす。其外、人用に益す
しゅうせつ えんしょう

ることもつとも多し。先億萬の舟楫、億萬の垣墻、凡水を載るの物、
こういき

溝洫器物に至るまで、是に寄ざれバ成らず。実に天下の至宝なり。

諺に都なす処、百里の内外土中かならずこの石を生ずといへり。

○ 今江�伊吹山近辺、又石部に焼物皆青石なり。山清涼殿の東廂
じ じゅう

南端の二間、および仁寿殿廂の二間を占め、板敷きの山�鞍馬に焼

物ハ夜色石にて、青石にハ劣れり。青白なるハ是に次ぐ、石は必土
おお

内に掩ふ事二三尺なるを、堀取りあらはれて、風霧を見る物ハ取ら

ず。伊吹山の麓、更地山ハ一面の青石なり。島筋ある物は下品とす。
て こ

堀出し矢をもつて打破り、手 、轉木を以て二百間斗の山を磨落せ

ば、凡碎けて地に附く。くだけざる物ハよしとせず、やぶ川は船に
かきがら

て渡せり、蠣 を焼くもの石灰に劣れり。
め ぐ り

燔法ハ窯の高さ三尺、広さ周径四間計、田土にて製る。下に風の通

ずる穴あり、先石を尚打碎きて、程よく満しめ、其上へ炭を敷きな

らべて火を置き、火気満て、底に透るを候ひて火を消し、灰を取出

して幾度も志かり。又美濃にて焼く窯の方ハ異なり、櫓窯といひて、
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高一丈周径三尺斗、内ハ下程次第に細く、三角になして焼たる灰を

自然と底に落さんが為なり。石と炭とを挟みて幾く重も積重、下ヨ
やきおち

リ焼きて火気を登せ、底よりさきへ燔落るを、横の穴より掻出せり。

かくて次第に石と炭とを上へ積添て燔初むるより、凡百日斗の間、

昼夜絶る事なし、是中華の方のごとし、尤夏冬は燔ことなし。燔き

て二十日間許風中におけバ、熱に蒸せて自然吹化して粉となる。又

急に用る者ハ水をそヽげバ、忽ち解散す。しかれども風化の物をよ

しとして、はじめより俵に籠めて風のあたる処におき、尚貯へ置け

バ、次第に目も重く、灰も自然に倍し、はじめゆるき俵も後には張

切る許とハなれり。是をフケルといふ。かくて一年ずつを越えてか

わるがわるに市中へ送り出せり。さてかくなりて後ハ、大に水を忌

めり。もし水を沃げハ、忽ち燃出て、いかんともする事なし。故に
もし

舟中にハ是を専と守り、又牛に負ふせて出るに、若雨にあひて、火
うしつかい

出て牛を損ずるを恐れ、常に牛御の腰に鎌をさし、結たる縄を手ば

やく切解の用意とす。”

とあり，二枚の挿図が付けられている。

「近江石灰」と題する一枚目には，石灰岩が埋蔵する山中で，タガネや

ゲンノウなどを用いて石灰石を採掘し，ザルやモッコに入れて運び出す風

景が描かれている。もう一枚には右上に「美濃石灰櫓窯」，右下に「近江

石灰窯」と書かれ，両地方で製造方法が異なっている（第３図）。

美濃石灰櫓窯は高さ３～４m前後，直径１．５m前後の筒状をした窯で，

作業員が原料の石灰石や燃料の炭をザルに入れ，上部から投げ入れている。

窯の下には直径５０cm前後の掻き出し口があり，生石灰が鍬で掻き出され，

俵に詰め込まれている。一方，近江石灰窯の方についてみると，窯は直径

が４～５mもあるが，高さは１m前後にすぎず，全体として盥状になっ

ている。窯の中には周囲から燃料の炭や原料の石灰石が投げ込まれ，指導

者の指示に合わせて作業員が鍬で炭と石灰岩を掻き回している。これらの
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8 第３図 美濃石灰と近江石灰

（『日本山海名産図会』より）
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ことから，生石灰の製造方法には，二種類あったことが分かる。

ほんぞうこうもく

１４．『本草綱目啓蒙』
お の らんざん

小野欄山（１７２９～１８１０）著で，初版は享和３（１８０３）年から文化３（１８０６）

年にかけて刊行され，全４８巻２７冊から構成されている。再販本は文化８

（１８０１１）年に刊行されたが，内容は初版とほとんど同じである。初版の巻

之五・石之三に，

“石灰 イシバイ クスリコ美髯 【一名】堊石事物異名 白灰石薬爾雅 染灰散

灰共に同上

外科ニ花粉ト云者、上品ナリ。凡石灰ハ、石ヲ焼テ灰トス。此ヲ本
い が こ

山石灰ト云。江州伊吹山近辺伊香、大平寺村及石部ノ辺ニテ焼。此

石ハ灰色ニシテ微青ヲ帯。先年城州鞍馬ニテ焼者同物ニシテ、即其

地ノ産石ナリ。焼法ハ、天工開物ニ詳ナリ。以二青色一為レ上黄白次レ

之ト云。武州多摩郡成木村ニテ焼者ハ、石色白クシテ微黯ナリ。又
カキカラ

土州、濃州、越州、和州、作州、備後ニテモ焼。又他州ニテハ蠣房、
シジミドブカヒカラ

蜆 蚌 殻ヲ焼灰ニシテ石灰ト称ルアリ。是、蜃灰、蚌灰ニシテ、薬

用ニ入ルニ堪ズ。三和土ニ用テモ堅カラズ。此ヲ、カヒイシバイト

云。唐山ニテモ呼ニ蚌灰一為二石灰一ト云コト、食物本草会纂ニ出タリ。
なお

風化、水化ノコト集解ニ詳ニ云リ。凡焼タル当分ハ仍塊ヲナス。此

ヲ、アラハイト云。三十日許ヲ経テ自解シテ粉トナル。此ヲ、フケ

バイト云。是、風化石灰ナリ。又アラバイヲ温メ置、水ヲカケタレ

バ即時ニ解シテ粉トナル。是、水化石灰ナリ。薬ニハ風化ヲ良トス。

天工開物に曰、最佳者曰ニ礦灰一、最悪者曰ニ窯責滓灰一。”

と説明されている。

わ くんのしおり

１５．『倭訓 栞』

語彙を広く蒐集し，語訳を加えて用例・出典をしめして，五十音順に配
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ことすが

列した，国語辞典である。谷川士清著で，文化２（１８０５）刊行。後篇二に，

“いしばひ 石を焼て灰とす 畿内に是を用ふ 沿海の地にては、蛤

蠣等を灰とす 泉南雑誌にも泉无二石灰一焼二蠣房為レ之と見えた

り ○灰の壇ハ内侍所にあり 禁秘抄に見ゆ 最勝王講の時石灰の

壇のつぼのふたをかへすと建武年中行事に見えたり。”

とある。

１６．『中陵漫録』
さとうちゅうりょう

草本学者であった佐藤中陵（１７６２～１８４８）が，諸国で見聞した雑事や各

藩の産物を記録した随筆集である。「巻之八」に，

“石灰は諸国に出るも、王寺本山を上品とす。近比、備中松山に焼く

は、河原の白石流来るを、河原にて拾ひ取る。白して柔なる石にて

焼く。凡柔き白き石にて焼きたるは尤上品なり。水戸にても出す。

此石と同様なり。又白岩を焼て作るもあり。此焼き法色々あれども、

先竈を作るべし。竈の口は五六尺許、内の広さ九尺位、末は七尺位、

深さ八九尺、其内に石を五六寸に打破て入る也。是を下より焼き、

よく焼たらば水を灌げば、皆石灰となる。此一竈に三千俵出る也。

一俵は一斗六升入なり。但し一斗と云は八升の升也。其価、金一両

に百俵位也。此人夫総じて二百人掛り、其外、諸入用を入れて金一

両に百三十俵に当る也。此利を考えて山を開くべし。しかれども、

諸処皆異り、彼此不同を入出して、大抵を定む。諸国日用の物故に、

此利を此に示すのみ。”

とある。

１７．『培養秘録』

佐藤信淵（１７６９～１８５０）の著で，巻五の第四十一章に，

“石灰ノ性功ヲ論ズ
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翁曰、新石灰トハ、 テ時ヲ経サル者ヲ云フ。何ントナレハ、久シ

ク貯ヘ置キタル石灰ハ、其気既ニ脱ケ去リテ、此ヲ肥培ニ用ルト雖
ツチウニ

トモ、効能ノ無キヲ以テナリ。又膏風灰・石炭ノ灰等アレトモ、性
キ イ シ ツチウニ

功大ニ石灰ニ劣レリ。故ニ専ラ新焼灰ヲ用ベシ。此ノ石炭ト膏風ノ

灰モ、新ニ焼タル灰ヲ二斗用フレハ、新石灰一斗ニ当ルベシ。

石灰ヲ製スル法
ガケ イキイシ ガケ

山ノ崕ニ石灰トナスベキ活石ノ在ル処口ヲ見立テ、其崕ニ傍テ下ヨ

リ柴・薪木ヲ積上ケ、火ヲ放チテ其活石ヲ トキハ、表面悉ク テ

軟石ト為ル者ナリ。火消ヘテ火気ノ冷ニ及テ、彼ノ崖下、木ノ燃タ

ル炭末等ヲ掃除シ、鉄鎚ヲ以テ其 化シタル所ノミヲ打砕キテ此ヲ

オトシ、大塊・小塊ヲ論ゼス。樽ノ中ニ実テ、封固ヲ厳密ニシ貯フ

ベシ。是即、新石灰ナリ。此ヲ用ルトキハ、搗テ粗末ト為シ。他ノ

糞苴ト調和シ用フベシ。此新製石灰ヲ斯ノ如ク密封シテ貯置クトキ
コ モ ル

ハ、年月ヲ経ルト雖トモ、其灰ノ中ニ必ズ火気ヲ含有テ潜蔵在ル者
カケ

なり。故ニ此灰ニ妄ニ水ヲ注ルトキハ、忽チ火ヲ発ス。能ク用心シ

テ取扱フベシ。

主能、其性大熱、火気ヲ含蔵セリ。故ニ紅 石炉鉱ノ如ク、陰冷ノ

土地ヲ温煖ニシ、作物ヲ豊熱スルコト、意外ナル妙効アリ。何ント

ナレハ、此灰中ニ含メル塩気ハ、 熱・煦温極テ酷盛ナルヲ以テナ

リ。
ヤク

石灰ヲ崖ニ就テ ベキ場処ハ、其タ稀レナルヲ以テ、大抵竃ヲ造テ

此ヲ製ス。此モ亦性功同シ。
ヤク

此ノ物ヲ世ニ多ク取リ扱フ品ニ、風化ト水化ノ二種アリ。其 タル

石灰ノ大塊・小塊ヲ風雨ニ露曝、久ク置トキハ、此レニ水ヲ灑キ掛

ルトキハ、既ニ能ク冷ヘタル灰ニテモ忽チ火焔ヲ発シ、 沸翻花シ

テ粉砕ス。此ヲ水化ノ石灰ト名ク。今、世上売買スル所ノ石灰ハ皆

此二種ノミ。故ニ其性功悉ク脱去リテ、培養ノ用ニ中ラサルナリ。”
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とある。

きゅうこう じ ぎ

１８．『救荒事宜』
せつどう

伊勢の津藩で活躍した斎藤拙堂（１７９７～１８６５）が，天保２（１８３１）年に

著した救荒書で，和漢の救荒書・農書・史書などを多数引用して出筆して

いる。その中に，石灰に関して下記の記載がある。
いなご

“蝗を逐ふ事

詩の小雅大田の篇に、去二其螟螯及其 賤一
ヲ無レ害二我田穉一田祖有レ

神来 二炎火とあり、火をもて蟲を焼殺することは、ふるくよりする

こと也、唐・宋以降は、銭殻を民にあたへて蝗を捕へしむことあり

朱子の民を募て、蝗の大なるを得るものには、一斗にて銭百文を取

らせ、蝗の小なるものを得れば、一升にて銭五百文を取らすといへ

り、陸会禹日、稗草灰と石灰とを等分に細末にして、稲の上へ灑さ

かけ又は節ひかけば、蝗食まずといへり、是は蟲を去る一方也、誠

むべし、石灰はもとより蟲を除くものなれば、さもあるべし、さて

ついでにいはん。

近来田の肥に多く石灰を用ふ古よりなき事なれば田地を痩せしめ、

又はその米を食へば、毒也などいふものあるゆゑ、役人もあやぶみ
ほし か

て禁ずるものあれども、いつたいは干 より下直にて、稲もよくみ

のるゆゑ、民どもひそかに用ひ、今は大分広まりて、禁もゆるみた

り、余西土の書を見るに、彼土には此邦よりは、久しく用ひ来れり、

広東新語を見るに、嶺南にては石糞と名づけて専ら用ること也、田

に石多き地中へ、すぐにその石を焼て肥とするに、火の気あるもの
かい ろ こ ろ す

ゆゑ。田地陽気を得て、苗長じ易く、殻多く出来て、懐蛤の類を 死

といへり。かく石灰は利あるものにて、此方にても、田の痩せ人に

毒なることは、いまだたしかに見当らざれば、用ひて気遣ひあるま

じき也、石灰の肥にて蝗を除く事はならね共、蛭蛙の類は死すとい
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へり、畑にては、土龍も去るといふ、それゆゑは草作りの田は、石

灰を入れるは、草はやく腐りて地味よくなり、草地の田ははじめは

十芭を入れてよけれど、来年は十一芭、その次は十二芭と、年々増

さざればきかず、そのうへ、地しまりて、甚害となるよし老農いへ

り。

補、再按、其後石灰にて作れる米を食するに、味薄く、秤にかくる

に、目方も軽るければ、米の性は悪しく成と見へたり、但し人に毒

なる事はなき也、又石灰の肥は山方草作りの田に利多くして、平地

の田には利なく、或は害もあると也、

補、再按、石灰諸虫をころすゆへ、根虫などにはふせぎにもなるべ

きか、聞たヾすべし、”

と書かれている。

ほんぞうこうもく

１９．『重修本草綱目啓蒙』
ほんぞうこうもく

小野蘭山（１７２９～１８１０）述・梯南洋校・増訂で，『本草綱目啓蒙』の重

訂版として天保１５（１８４４）年に刊行され，全３５巻３６冊から構成されている。

さらに，弘化４（１８４７）年には，全４８巻２０冊の重訂版が刊行されている。

重修版の巻之五・石之三・石灰の項に，

“石灰 イシバイ クスリコ美髯 【一名】堊石事物異名 白灰石薬爾雅 染灰散

灰共に同上 〔増 一名灰粉千金方

外科ニ花粉ト云モノ上品ナリ。凡石灰ハ、石ヲ焼テ灰トス。此ヲ本
い が こ

山石灰ト云。江州伊吹山近辺伊香、太平寺村及石部ノ邊ニテヤクコ

ノ石ハ灰色ニシテ微青ヲ帯フ。先年城州鞍馬ニテ焼クモノ同物ニシ

テ、即ソノ地ノ産石ナリ。焼ク法ハ天工開物ニ詳ナリ。以青色為上

黄白次之ト云。武州多摩郡成木村ニテ焼モノハ、石色白クシテ微黯

ナリ。又土州、濃州、越州、和州、作州、備後ニテモ焼ク。又他州
カキカラ シジミドブカヒカラ

ニテハ蠣房、蜆 蚌 殻ヲ焼キ灰ニシテ石灰ト称ルアリ。是、蜃灰、
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蚌灰ニシテ、薬用ニ入ルゝニ堪ヘズ。三和土ニ用テモ堅カラズ。コ

レヲカヒイシバイト云。唐山ニテモ呼蚌灰為石灰ト云コト、食物本

草会纂ニ出タリ。風化、水化ノコト集解ニ詳ニ云リ。凡ソ焼タル当
なお

分ハ仍塊ヲナス。此ヲアラハイト云。三十日許ヲ経テ自解シテ粉ト

ナル。此ヲ、フケバイト云。是、風化石灰ナリ。又アラバイヲ温メ

ヲキ、水ヲカケタレバ即時ニ解メ粉トナル。是、水化石灰ナリ。薬

ニハ風化ヲ良トス。天工開物曰、最佳者曰礦灰最悪者曰窯滓灰。

増石灰ノ鉱石ハ、白質ニシテ微ク青色ヲ帯ブ。俗ニチドリセキト云、

硯材ト成ス佳ナリ。其久シク土上ニ露ルヽモノハ、焼ト雖モ石灰ト
イシズミ

成ラズシテ、黒褐色ニシテ軽虚ナル石炭に似タル石トナル。此物暴

雨ゴトニ山中ヨリ流レ出テ海中ニ入ル。故ニ尋常ノ浮石ニ混ジテ海

濱ニ多シ。俗ニカラスミイシト云。物理小識云、桐城有浮石、土中

青石、焼作石灰、其不成灰者焼之、其汁如油、油儘則石枯、可以浮

水上、是又一種浮石也ト是ナリ。又本山石灰ヲ正石灰ト云ヒ、単ニ

正石トモ云。此レ介類ノ灰ニ對スルノ称ナリ。介類ノ灰ハ火力ニ堪

ヘズ、倉庫ヲ塗ルニハ正石ニ非レバ用ユヘカラズ、 油石灰ハ舩

ノシックイニ用ヒタル石灰ナリ。品字箋云。以油麻鏨入舩隙曰（ ）。

又シツクイハ石灰ノ唐音ナリ。然レドモ本邦ニハ大舩ノ釘頭ハ石灰
ヒ ノ キ

ニテ塞ゲドモ、小舩ノ漏ルゝ所ハ 柏ノハダ皮ヲ用ユ。是ヲ一キハ

ダトト云フ。”

とある。

２０．『守貞謾稿』

喜田川守貞（１８１０～不詳）が天保８（１８３７）年から約３０年間をかけて執

筆した近世風俗志で，全３５巻から構成されている。巻之二十五は「沐浴」

について述べている。石灰についての記載はないが，漆喰については，屋

根の説明で，
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“また屋根漆喰と云ひて、平の接目をぬるものあり。あるひは屋端の

みにこれを用ふもあり。さらにこれなきも多し。”

とあり、さらに大坂浴戸石榴口の図（第４図）の説明で、

“右の図は天保後、男女浴槽を別ちたる図なり。天保前、一槽の時も

これに同じ。表間口半減なり。また天保後、しつくひ場、板間とも

に、間に板壁をもつてこれを別つ。あるひは土間を中央に通してこ

れを別つもあり。‥‥‥京坂、小桶と云ふをもつて、槽中の湯を汲

みて漆喰場において垢を磨る。江戸は上り湯を汲みてこれを用ふ。

‥‥‥井は中以上専ら毎戸にこれを設くなり。井辺を漆喰場と号し、

「たゝきしつくひ」にするなり。稀には切石をもって畳むもあり。江

戸のごとく板をはること、さら

にこれなし。内庭は常の土間な

り。見世庭は生業によりたゝき

漆くひ、あるひは板をはるなり。

酒醤等の店その他も、業により

見世全くを土間にするもあり。”

と記載されている。これによると，漆

喰は現在のセメントと同じように，水

場などで利用されていることが分かる。

まとめに代えて

本報告では，史料が書かれた当時の

石灰についての価値観・産地，あるい

は利用法について考察するため，中世

中期にあたる西暦１０００年頃から江戸時

第４図 石榴口の図

（『守貞謾稿』より）
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代末期にあたる１８５０年頃までの，石灰に関する史料を網羅した。

石灰の産地は，大和（吉野郡芳野高原河上庄）が最も古く，そのほか，

近江（伊香村・太平寺村・石部村），美濃，武蔵（成木・八王子），山城（鞍

馬で石灰岩を産出し，貴船で焼いた），越前，若狭，摂津，美作，備中（松

山），備後，安芸，阿波（堀川），土佐，肥後（宇土郡長崎村）であった。

漆喰についてみると，１７世紀までの史料は主として漆喰壁の利用につい

て述べられているが，１８世紀の『大和本草』以降になると，石灰岩から石

灰を製造する方法や石灰の産地についての記載が多くなる。これは，中国

の『本草綱目』や『天工開物』が強く影響したためである。さらに１９世紀

の『培養秘録』や『救荒事宜』には，石灰が農業用としても利用できるこ

とも加わっている。このため，幕末頃になると各地で石灰が製造されるよ

うになっていった。江戸時代末期の『守貞謾稿』には，現在セメントと同

じように漆喰が利用されていたことが述べられているが，このような利用

は石灰壇の頃より以降，我が国では明治１０年頃に始まった，セメントの生

産が行われるようになるまで，広く利用されていたと考えられる。

注記

１）６３段とした図書もあれば，６６段とする図書もあるので，このように表記した。

２）直接，史料に接することができなかったため，涌井（１９８０）の文献を引用した。

３）原文には返り点などはないが，読み易くするため，加筆した。

新註校訂代表者（１９７４）『国訳本草綱目』（春陽堂書店）には，下記の読み下しがある。

「石灰（本経下品） 和名いしばひ・石灰

〔釈名〕石堊宏景 堊灰本経 希灰別録 鍛石日華 白虎綱目 礦灰綱目

〔集解〕別録に日く，石灰は中山の川谷に生ずる。弘景日く，山に近く生ずる石で青
かまど ねつじょう

白色のものだ。竈を作り充分に焼いて水を沃げば熱蒸して解崩する。俗に石堊と名

ける。頒日く，各地の山に近い にいづれもある。青石を焼いて灰にしたものだ。
ふうくわ すいくわ

また石鍛と名ける。これには風化，水化の二種があって，風化とは に晒して自然

に解するもので，これは薬として十分力のあるものだ。水化とは水を沃いで熱蒸し
えう

て解するもので，その力はやや劣る。時珍日く，今は一般に窰を作ってこれを焼く。

一層に柴を敷き，或はその最下に石炭を一層敷き，その上に青石を積み累ねて下か

ら火を付けると，層層自ら焚けて灰になるのである。しかし薬用には風化して石の

雑らぬものに限る。」
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４）直接，史料に接することができなかったため，吉川（１９７１）の文献を引用した。
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